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中性子実験装置の紹介

●J-PARC/MLF
BL09「特殊環境中性子回折装置（SPICA）」

図1　特殊環境中性子回折装置（SPICA）の構造概念 図2　SPICAで測定した標準試料（NIST Si）の回折図形

2 四 季　Vol.19



図２　溶鉱炉の宇宙線ミュオンレントゲン写真 （左）観測方法：2面の位置敏感観測器を溶鉱炉の床面と同じ高さに置き、溶
鉱炉を透過するミュオン強度を経路ごとに測定する （中）溶鉱炉断面の各点の密度分布：各点を透過するミュオン強
度データと溶鉱炉中の経路の長さとから得られる2次元密度分布 （右）密度分布の拡大図

図1　色々な厚さの鉄を透過する宇宙線ミュオン強度の変化（ミュ
オンのエネルギー分布が天頂角（90°：水平、0°：垂直）に依
存するため透過量は天頂角に依存する）

ミュオン技術の紹介

宇宙線ミュオンによる大型産業機器の内部探索
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高出力水銀ターゲットの開発 －マイクロバブルによる圧力波の抑制－
●J-PARC

研究トピックス

図２　マイクロバブル注入による圧力波低減の効果

図1　マイクロバブル注入機構を組込んだ水銀標的

今後�バブル注入量を増やすなど�マイクロバブル注入シ

ステムに改良を加えて�衝撃力の低減効果を更に高める計画

です�������では�	
�年度後半から
�を目指したビ�

ム出力の増強が本格的に開始する予定ですが�本成果を活か

してパルス中性子源の高出力運転を実現し�中性子利用研究

において優れた成果の創出に貢献できるものと考えています�
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LaBaGaO4系プロトン伝導体の結晶構造解析

鉄鋼の低温ベイナイト変態における中性子回折と熱膨張の同時測定

●JRR-3

参考文献
[1] W. Gong, Y. Tomota, Y. Adachi, A.M. Paradowska, J.F. 
Kelleher, S.Y. Zhang: Acta Mater., in print （now, available at 
web-site）.

[2] W.Gong, H.Nishijima, Y.Tomota, J.Suzuki and S.Harjo: to be 
submitted.

図1　Rietvled解析およびMEMにより求めた
      La0.9Ba1.1Ga0.95Mg0.05O4-δの結晶構造と原子核密度分布

図1　QB処理中の測定結果 （a） 熱膨張・収縮曲線、（b） 中性子回折
プロファイルの変化、（c） 各相分率の変化
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図1　LiCo1-xNixO2のRietveld解析結果

図2 G(r)ファーストピ－クのNiドープ量による相違

液体ロケットエンジン燃焼器の残留ひずみ解析
●トライアルユース制度

図１　液体ロケットエンジン燃焼器の断面構造概要

中性子回折によるLiCoO2のNiドープ材の構造の解析
●茨城県ＢＬ
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図２　溶接継手部の幅方向（T方向）のひずみ分布

図3　溶接金属中心部における残留応力分布

高強度厚肉溶接継手の残留応力分布解析

図2　冷却溝における残留ひずみの分布

図1　高強度厚肉溶接継手の中性子回折実験
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●J-PARCハドロン実験施設における事故について

●平成25年度総会・平成24年度成果報告会

日時：平成25年7月22日（月）13:00-17:30
場所：秋葉原コンベンションホール
平成25年度の総会のあと、平成24年度成果報告会を開催します。
報告会においては、J-PARCや茨城県BLなど施設側の現況報告に続
いて、産業界による中性子実験装置の利用成果に関する講演が5件

あります。新しい広い会場での開催となります。多くの皆さまのご出
席をお願い致します。
詳しくは協議会HPをご覧ください。
http://www.j-neutron.com/25-24.html 

平成25年5月23日（木）にJ-PARCハドロン実験施設においてビー
ム取り出し装置の誤作動により金ターゲットが破損して、放射性物質
が漏洩し実験者が被曝する事故が発生しました。このため、MLFの
運転も停止しています。事故の詳細については「放射線発生装置故

障報告書」
.pdf）をご参照ください。関連情報についてはJ-PARCや高エネルギー
加速器研究機構のHPをご参照ください。

お 知 ら せ

研 究 会 活 動 報 告
●第４回中性子小角散乱解析法研究会

平成25年3月13日（水）-14日（木）に京都大学東京オフィスに
おいて、第1回Neutron in Biology研究会との合同研究会を、中性
子小角散乱解析法研究会と京都大学原子炉実験所が主催し、中性子
産業利用推進協議会、J-PARC/MLF利用者懇談会ならびにCROSS
東海が共催し、日本原子力研究開発機構が後援して開催しました。
今回は従来通りの中性子小角散乱法の最新の測定・解析法や研究成
果の紹介に加えて、中性子小角散乱の利用や発展が期待される生物
学における研究の紹介、小角散乱などの静的構造研究の先にある動
的構造研究の紹介を行いました。産業利用に関係する話題について
も２件講演がありました。Biology研究会と合せて76名の参加者が
あり、活発な質疑と議論がありました。

●残留ひずみ・応力解析研究会

平成25年3月18日（月）に研究社英語センターにおいて、茨城
県中性子利用促進研究会、J-PARC/MLF利用者懇談会、CROSS東
海ならびにSPring-8ユーザー協同体と共催し、SPring-8利用推進
協議会の協賛で「各種構造物の残留応力測定とFEMによる解析」を
テーマとして平成24年度第２回研究会を開催しました。今回は、
SPring-8のSACLAによる実時間観察や浸炭焼入したクロムモリブ

デン鋼の残留応力と硬化層の評価、中性子回折による原子力機器・
配管の残留応力測定、赤外線による鋼橋の疲労き裂の非破壊評価、
ならびに、最新の溶接残留応力計測技術というように多様な測定法
と解析法による残留応力測定事例が紹介されました。60名もの参
加者があり、質疑時間が足りないほど活発な議論がありました。

解析が本格化しつつある現状において、中性子ビームをいかに活用
するかを議論することを目的としました。放射光や中性子などを用い
た構造解析研究例５件、装置開発３件の報告があり、参加者54名の
間で活発な議論が行われました。

●生物構造学研究会

平成25年3月21日（金）に研究社英語センターにおいて、茨城
県中性子利用促進研究会、J-PARC/MLF利用者懇談会および
CROSS東海と共同主催し、新世代研究所水和ナノ構造研究会が共催
し、SPring-8利用推進協議会が協賛して平成24年度第2回生物構
造学研究会を開催しました。J-PARC/MLFにおいて生体物質の構造

講 習 会 報 告
●Z-Code講習会

平成25年3月11日（月）-12日（火）にLMJ東京研修センターに
おいて、J-PARCセンターMLFディビジョン、茨城県、KEK物質構
造科学研究所が主催し、中性子産業利用推進協議会とCROSS東海
が共催して平成24年度Z-Code講習会を開催しました。この講習会
は、茨城県からの委託に基づき、KEKが新たに開発している粉末回
折データ解析プログラムZ-Codeに関して、最新版プログラムの使
い方を利用者に習得して貰うために開催されました。J-PARC/MLF
に整備されている回折装置の紹介に始まり、回折現象の基礎につい
ての講義、最新版Z-Rietveldの実習、さらにユーザーから開発に対
する期待の大きかったZ-MEMの実習も行いました。受講者は全体
で83名と非常に多く、そのうち企業からは30名の参加があり、熱
気にあふれた講習会となりました。

（http://j-parc.jp/ja/topics/HDAccident20130531
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